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１．研究計画の概要 
①詳細な移植実験により GSC を機能的に同
定し、これらの細胞を prospective に同定可
能な分子マーカーを探索する。これには、
GSC を高濃度で含むと予想される集団と、そ
の他の精原細胞間でのマイクロアレイ解析
を用いる。さらに、②これらの GSC の挙動
を基に、GSC の維持、増殖に機能特化したセ
ルトリ細胞、すなわち GSC のニッチ形成に
貢献していることが予想されるセルトリ細
胞を形態的に同定する。これらのセルトリ細
胞を同定するために、本細胞で特異的に発現
しているマーカー分子の探索を GSC マーカ
ーの探索と同様のアプローチで行う。続いて、
ここまでの研究で得られた情報を用いて単
離した GSC およびセルトリ細胞を用いて、
③GSC の in vitro 培養実験と、それに続く in 
vivo への移植実験を組み合わせることで、単
離したセルトリ細胞のニッチ形成能を明ら
かにする。また、ニジマスは明瞭な季節繁殖
性を有するため、④これらの GSC とニッチ
細胞の出現パターンの季節変化を、その数と
生殖腺内における 3次元的な位置に注目して
明らかにする。なお④の解析は精巣のみなら
ず⑤卵巣においても行うことで、哺乳動物で
は解析不可能な、雌性生殖腺における GSC
およびニッチ形成機構の解明にも迫る。 
 
２．研究の進捗状況 
 ニジマスの配偶子幹細胞の性的可塑性を
検 証 す る と と も に 、 こ れ ら の 細 胞 の
prospective な同定法構築を目指し、以下の
成果を得た。 
1）ニジマス卵原細胞が雌雄の配偶子に分化
する能力を持つこと、さらに精巣に取り込ま
れた卵原細胞は精原幹細胞として振舞うこ

とを、生殖細胞移植系を用いて発見した。魚
類の性の可塑性を支える GSC の柔軟な性質
が明らかとなった。（吉崎：Development 
2010） 
2）ニジマスの GSC を組織学的および移植に
基づき機能的に同定することに成功した。さ
らに、side population 法により、移植可能な
GSC を高率で濃縮できることを見出した（吉
崎：未発表）。なお、得られら SP 細胞集団は
哺乳類において既知のいくつかの GSC マー
カーを高発現していることが確認された。こ
れにより、繁殖期、非繁殖期の GSC/ ニッ
チ・システムを詳細に解析する基盤が整った。
さらに、この side population 法を全精巣細
胞を用いて SP 集団を単離した場合でも、得
られた細胞集団のほぼすべてが生殖細胞で
あり、本法が遺伝子組み換えを施していない、
多くの産業上重要種の GSC を濃縮する際に
きわめて有効な手法であることが実証され
た。 
3）クロマグロの精原細胞を各種サバ科魚種
の腹腔内に移植し、生殖腺内に到達させるこ
とに成功した（矢澤：Biol Reprod 2010; 吉
崎：未発表）。宿主生殖腺内で機能的な GSC
として機能し、精子と卵を作ることが期待さ
れる。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
魚類の GSC を機能的に同定するために予定
以上の時間を要した。しかし、SP 法で GSC
を大幅に濃縮可能であることが明らかにな
ったため、今後はスムーズに進行することが
期待される。 
 
４．今後の研究の推進方策 



上記の SP 集団に関しては現在マイクロアレ
イ解析を進めており、次年度中には GSC の分
子マーカーを単利できるものと期待される。
また、セルトリ細胞解析もすでに開始してお
り、後半はこの研究にも重点をおく予定であ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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